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我 が 国 に お け る 都 市 公 園 や 緑 地 の 整 備 は 、 戦 後 の 復 興 期 の 都 市 に お

け る 緑 と オ ー プ ン ス ペ ー ス の 確 保 を 目 的 と し て 制 定 さ れ た 都 市 公 園 法

の 下 、 全 国 的 に 進 め ら れ ま し た 。  

本 市 に お い て も 同 様 に 、 当 時 の 法 制 度 の 下 、 急 激 な 人 口 の 増 加 に 対

応 す る た め に 都 市 公 園 等 の 整 備 が 行 わ れ て き ま し た 。  

し か し 、都 市 公 園 法 の 制 定 か ら 6 0 年 以 上 が 経 過 し 、当 時 整 備 さ れ た

施 設 や 各 種 設 備 の 老 朽 化 の 進 行 、 樹 木 や 植 栽 の 巨 大 化 に よ る 周 辺 へ の

影 響 が 複 数 の 公 園 及 び 緑 地 で 現 れ て お り 、 適 切 な 対 応 と 安 定 し た 管 理

運 営 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ り ま す 。  

加 え て 、 人 口 の 減 少 や 少 子 高 齢 化 社 会 の 進 展 を 背 景 と し た 年 齢 構 成

の 変 化 や 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 世 界 的 な 拡 大 に よ る 生 活 様 式

の 変 化 、 デ ジ タ ル 技 術 の 急 速 な 普 及 な ど の 社 会 状 況 の 変 化 よ り 、 こ れ

ま で 行 わ れ て き た 「 全 国 一 律 の 基 準 」 で の 整 備 か ら 、 限 ら れ た 予 算 で

効 率 的 、 効 果 的 な 公 園 の 運 営 管 理 を 行 う 「 各 自 治 体 の 状 況 に 応 じ た 考

え 方 」 に よ る 整 備 へ の 転 換 が 求 め ら れ て い ま す 。  

本 計 画 で は 、 社 会 状 況 や 市 民 ニ ー ズ の 変 化 に 対 応 す る 都 市 公 園 等 の

活 用 ・ 運 用 方 法 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 本 市 の 重 要 な 資 産 で あ る

都 市 公 園 等 を 将 来 に わ た っ て 有 効 に 活 用 し て い く た め の 方 向 性 に つ い

て 定 め て い ま す 。  

 

 

  

１  計 画 の 背 景 と 目 的  
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  日 立 市 総 合 計 画  

（ 令 和 ４ 年 度 ～ 令 和 1 3 年 度 ）  

日 立 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン  

（ 令 和 ２ 年 ３ 月 ）  

日 立 市 立 地 適 正 化 計 画  

（ 令 和 ２ 年 ３ 月 ）  

日 立 市 公 園 す て き 化 整 備 計 画  

公 園 の 現 状 ⇒ 課 題 整 理 ⇒ 基 本 方 針 ⇒ 施 策 の 実 現  

                 （ 別 途 公 園 別 に 作 成 ）  

【 計 画 の 位 置 付 け 】  

本 計 画 は 、 市 政 運 営 の 総 合 的 な 指 針 で あ る 「 日 立 市 総 合

計 画 」を 始 め 、「 日 立 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」や「 日 立

市 立 地 適 正 化 計 画 」な ど の 上 位 関 連 計 画 と の 整 合 を 図 り ま

す 。  

２  計 画 の 位 置 付 け  
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・ 防 災 性 向 上 効 果  

 災 害 時 の 避 難 地 や 防 災 拠 点 と し て 都 市 の 安 全 性 を 向 上 さ

せ る  

・ 環 境 維 持 、 改 善 効 果  

 生 物 多 様 性 の 確 保 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド の 解 消 等 の 都 市 環

境 の 改 善 を も た ら す  

・ 健 康 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 空 間 提 供 効 果  

 健 康 運 動 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 と な り 心 身 の 健 康 増 進

を も た ら す  

・ 景 観 形 成 効 果  

 季 節 感 を 享 受 で き る 景 観 の 提 供 、 良 好 な 街 並 み の 形 成  

・ 文 化 伝 承 効 果  

 地 域 の 文 化 を 伝 承 、 発 信 す る  

・ 子 育 て 、 教 育 効 果  

 子 ど も の 健 全 な 育 成 の 場 を 提 供 す る  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 効 果  

 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 拠 点 、 市 民 参 画 の 場 と な る  

・ 観 光 振 興 効 果  

 観 光 客 の 誘 致 等 に よ り 地 域 の に ぎ わ い 創 出 を も た ら す  

・ 経 済 活 性 化 効 果  

 企 業 立 地 の 促 進 、 雇 用 を 創 出 す る  

国 土 交 通 省  都 市 公 園 の ス ト ッ ク 効 果 向 上 に 向 け た 手 引 き よ り 抜 粋  

【 都 市 公 園 の 役 割 ・ 効 果 】  

公 園 や 緑 地 は 、 都 市 部 に お い て 自 然 を 確 保 す る 場 や 、

人 々 の く つ ろ ぎ の 場 な ど 、 多 様 な 機 能 を 有 し た 施 設 で あ

る と と も に 、 地 域 の 住 民 が 身 近 に 利 用 で き る 公 共 の 施 設

と し て 、 普 段 の 生 活 に 密 接 に 関 わ っ て い る こ と か ら 、 都

市 に お け る 住 環 境 を よ り 良 く し て い く た め に 、 な く て は

な ら な い 施 設 で す 。  

そ の よ う な 性 質 を 持 っ た 施 設 で あ る か ら こ そ 、 適 切 な

維 持 管 理 を 行 っ て い く こ と で 、 公 園 や 緑 地 が 持 っ て い る

潜 在 的 な 価 値 を 更 に 高 め て い く こ と が 可 能 と な り ま す 。  

３  公 園 の 役 割  
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第２章  市の公園の現状  
  



 

6 

日立市公園すてき化整備計画       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 本 市 の 公 園 緑 地 数 と 総 人 口 の 推 移 】  

【 公 園 の 分 布 状 況 】  

本 市 の 公 園 整 備 は 、総 合 公 園 な ど の 規 模 の 大 き な 公 園 に

つ い て は 昭 和 2 8 年 の か み ね 公 園 （ 宮 田 町 ）、 街 区 公 園 な ど

の 規 模 の 小 さ な 公 園 に つ い て は 昭 和 2 5 年 の か し ま 児 童 公

園 （ 鹿 島 町 ） を 整 備 し た こ と か ら 始 ま り ま し た 。  

昭 和 3 0 年 代 の 高 度 経 済 成 長 期 以 降 は 、 人 口 の 増 加 と そ

れ に 伴 う 市 街 地 の 急 速 な 拡 大 に 合 わ せ た 住 環 境 の 向 上 や

緑 の 確 保 と い う 考 え 方 の 下 、土 地 区 画 整 理 事 業 や 住 宅 造 成

な ど に お い て 、 公 園 等 の 整 備 が 進 め ら れ て き ま し た 。  

な お 、 整 備 後 の 公 園 に つ い て は 、 地 域 協 働 に よ る 維 持 管

理 を 含 め た 経 常 的 な 管 理 や 、 施 設 の 修 繕 ・ 更 新 を 行 っ て い

ま す 。  

１  公 園 整 備 の 経 緯  

（ か所）  （ 人）  

※日立市の人口のうつりかわり [令和４年１月 ]より抜粋  
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２  公 園 数  

 

本 市 に は 、 2 6 1 か 所 の「 都 市 公 園 ※ 」、 1 4 2 か 所 の「 そ の 他 の 公 園 」

及 び 6 0 か 所 の「 緑 地 」の 合 計 4 6 3 か 所 の 公 園 ・ 緑 地 が 整 備 さ れ て い

ま す 。  

な お 、 総 合 公 園 の か み ね 公 園 、 市 民 運 動 公 園 及 び 特 殊 公 園 の 東 平

霊 園 は 本 計 画 で は 対 象 外 と し ま す 。  

 

 

区 分  内 容  施 設 数  

街 区 公 園  

街 区 に 居 住 す る 者 の 利 用 を 目 的 に 設 置 さ

れ た 公 園  

（ 標 準 面 積 ： 2 , 5 0 0 ㎡ ）  

2 4 2  

近 隣 公 園  

近 隣 に 居 住 す る 者 の 利 用 を 目 的 に 設 置 さ

れ た 公 園  

（ 標 準 面 積 ： 2 0 , 0 0 0 ㎡ ）  

８  

地 区 公 園  

徒 歩 圏 内 に 居 住 す る 者 の 利 用 を 目 的 に 設

置 さ れ た 公 園  

(標 準 面 積 ： 4 0 , 0 0 0 ㎡ ）  

０  

総 合 公 園  

休 息 や 散 歩 、 運 動 の た め の 利 用 を 目 的 に 設

置 さ れ た 公 園  

（ 標 準 面 積 ： 1 0 0 , 0 0 0 ㎡ ～ 5 0 0 , 0 0 0 ㎡ ）  

２  

特 殊 公 園  
自 然 や 動 植 物 、 歴 史 の 保 全 等 を 目 的 に 設 置

さ れ た 公 園  
８  

都 市 緑 地  

都 市 の 自 然 環 境 の 保 全 や 景 観 向 上 を 目 的

に 設 置 さ れ た 公 園  

（ 標 準 面 積 ： 1 , 0 0 0 ㎡ 以 上 ）  

１  

合 計  2 6 1  

 

 

 

 

 

 

  

区 分  内 容  施 設 数  

その他の公園 
都 市 計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 に よ り 設 置

さ れ た 公 園 等  
1 4 2  

緑 地  
自 然 環 境 の 保 全 や 維 持 の た め に 設 置 さ れ

た 公 共 の 空 地   
6 0  

2  公 園 、 緑 地 の 数  

 k o u en n  

※  都 市 公 園 と は 、 都 市 計 画 区 域 内 に 地 方 公 共 団 体 が 設 置 し た 公 園 、 緑 地

や 墓 園 及 び 都 市 計 画 区 域 外 に 都 市 計 画 決 定 し 開 園 し た も の を い い ま

す 。  

 

 

 

【 都 市 公 園 の 区 分 別 数 】  

【 そ の 他 の 区 分 】  
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３  面 積  

 

 

   

  

  

 

 

  

本 市 の 都 市 公 園 の 整 備 状 況 を 県 内 市 町 村 と 比 較 す る と 、都 市 公 園

の 数 は 県 内 4 4 市 町 村 の 中 で ２ 番 目 、 都 市 公 園 の 総 面 積 は ６ 番 目 と

な っ て お り 、 い ず れ も 県 内 平 均 を 上 回 っ て い ま す 。  

ま た 、街 区 公 園 な ど の 誘 致 距 離 ※ １ が 居 住 誘 導 区 域 ※ ２ を 一 定 程 度

カ バ ー し て い る こ と か ら 、 現 在 の 整 備 状 況 は 一 定 の 充 足 ※ ３ が 見 ら

れ る 状 況 と な っ て い ま す 。  

一 方 で 、都 市 公 園 １ か 所 当 た り の 平 均 面 積 は 、他 市 町 村 と 比 べ て

小 さ い こ と か ら 、規 模 の 小 さ い 公 園 が 多 く 整 備 さ れ て い る 傾 向 に あ

り ま す 。  

３  公 園 、 緑 地 の 面 積  

 

※１  誘致距離は、公園の配置計画において、その公園を利用する人の居住圏を示す距離  

※２  居住誘導区域は、人口減少の中においても、人口密度を維持することで市民サービスやコ

ミュニティが持続できるよう、居住を誘導するエリア  

※３  本市では、居住誘導区域に対し、公園の誘致距離範囲（公園から 250ｍ圏内のエリアのこ

と）が充足する範囲は 76％となっています。  

公園の誘致距離において、現在は全国一律での誘致距離を示すことがなじまなくなってき

ており、平成 15 年の都市公園法施行令の改正により、地域状況に即した柔軟な公園整備を

推進するため、数値表示は行わないとされている。【都市公園法運用指針（第４版）国土交

通省都市局  平成 30 年３月】  

   そのため、本計画においては市内の公園の充足率を示すための参考的な指標として、国が

示す標準的な街区公園の誘致距離である 250m 圏を採用しています。  

令 和 ４ 年 茨 城 県 社 会 生 活 統 計 指 標 よ り 抜 粋  

※ 公 園 数 ・ 面 積 は 令 和 元 年 度 の 値  

【 県 内 主 要 市 町 村 と の 比 較 】  

【 誘 致 距 離 の 範 囲 】  
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４  地 区 別 の状 況  

 

 

 （ 1）  十 王 地 区  

≪ 範 囲 ≫  

十 王 町 伊 師 、 十 王 町 伊 師 本 郷 、 十 王 町 友 部 、 十 王 町 友 部 東 、 

十 王 町 城 の 丘 、 十 王 町 山 部 、 十 王 町 高 原 、 十 王 町 黒 坂  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 3 7 か 所  

【その他の公園】 1 か 所    合 計 5 4 か 所  

【 緑 地 】 1 6 か 所     

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 64％ 

≪ 公 園 の 分 布 ≫  

 

 

 

 

４  地 区 ご と の 整 備 状 況  

城 の丘 公 園  十 王 パノラマ公 園  

十 王 支 所  

 

※  記 載 し て あ る 公 園 等 は 、 近 隣 公 園 、 地 区 公 園 、 総 合 公 園 、 特 殊

公 園 及 び そ れ ら に 準 ず る 公 園 ・ 緑 地  
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（ ２ ）  豊 浦 地 区  

     

≪ 範 囲 ≫  

川 尻 町 、 折 笠 町 、 砂 沢 町  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 2 0 か 所  

【その他の公園】 8 か 所    合 計 3 4 か 所  

【 緑 地 】 6 か 所  

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 90％ 

≪ 公 園 の 分 布 ≫  

 

 

 

  

切 関 公 園  
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（ ３ ）  日 高 地 区  

 

≪ 範 囲 ≫  

 田 尻 町 、 か み あ い 町 、 小 木 津 町 、 相 田 町 、 日 高 町  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 3 5 か 所  

【その他の公園】 2 6 か 所    合 計 7 3 か 所  

【 緑 地 】 1 2 か 所  

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 83％ 

≪ 整 備 状 況 ≫  

  

 

日 高 支 所  

小 木 津 山 自 然 公 園  
南 静 公 園  
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（ ４ ）  本 庁 地 区  

 

≪ 範 囲 ≫  

助川町、宮田町、神峰町、本宮町、若葉町、平和町、鹿島町、幸町、  

東町、弁天町、旭町、相賀町、会瀬町、城南町、高鈴町、白銀町、  

成沢町、東成沢町、中成沢町、西成沢町、滑川町、滑川本町、東滑川町  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 5 3 か 所  

【その他の公園】 3 4 か 所   合 計 ： 9 7 か 所  

【 緑 地 】 1 0 か 所  

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 71％ 

≪ 整 備 状 況 ≫  

 

市 役 所  

助 川 山 市 民 の森  

東 滑 川 海 浜 緑 地  

高 鈴 台 中 央 公 園  

助 川 城 跡 公 園  

かみね公 園  

市 民 運 動 公 園  
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（ ５ ）  多 賀 地 区  

 

≪ 範 囲 ≫  

多賀町、桜川町、末広町、大久保町、千石町、鮎川町、河原子町、  

東多賀町、国分町、諏訪町、東金沢町、金沢町、東大沼町、大沼町、  

森山町、水木町、中丸町、塙山町、台原町、みかの原町  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 9 5 か 所  

【その他の公園】 5 4 か 所   合 計 ： 1 5 7 か 所  

【 緑 地 】  8 か 所  

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 78％ 

≪ 整 備 状 況 ≫  

 

 

 

多 賀 支 所  

金 沢 弁 天 公 園  

台 原 中 央 公 園  

桜 川 緑 地  諏 訪 梅 林  

はなやま修 理 公 園  
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南 部 支 所  

（ ６ ）  南 部 地 区  

 

≪ 範 囲 ≫  

久 慈 町 、 大 み か 町 、 石 名 坂 町 、 南 高 野 町 、 茂 宮 町 、  

神 田 町 、 大 和 田 町 、 下 土 木 内 町 、 留 町 、 み な と 町  

≪ 公 園 の 数 ≫  

【 都 市 公 園 】 2 1 か 所  

【その他の公園】 1 8 か 所    合 計 ： 4 7 か 所  

【 緑 地 】  8 か 所   

地 区 内 の 居 住 誘 導 区 域 に 対 す る 公 園 の 誘 致 距 離 範 囲 の 充 足 率 ： 70％ 

≪ 整 備 状 況 ≫  

 

 

  

大 学  

古 房 地 公 園  

赤 羽 緑 地  

南 高 野 史 跡 公 園  
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５  公 園 を取 り巻 く社 会 状 況  

 

 

 

  

( 1 )  子 育 て 環 境 と し て の 整 備  

全 国 的 に 新 生 児 の 出 生 数 が 減 少 傾 向 に あ る 中 、本 市 に お

い て も 、 令 和 元 年 に 出 生 数 が 1 , 0 0 0 人 を 下 回 っ て お り 、 今

後 も 減 少 傾 向 で 推 移 す る と 想 定 さ れ て い ま す 。  

そ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 本 市 で は 「 子 育 て す る な ら 日

立 で 」 を 目 標 に 、 安 心 し て 子 育 て が 行 え る 環 境 の 更 な る 充

実 を 目 指 し て い る こ と か ら 、子 ど も の 健 全 な 遊 び の 場 と し

て の 公 園 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

( 2 )  持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ S D G s） の 推 進  

平 成 2 7 年 ９ 月 の 国 連 サ ミ ッ ト に お い て 、 誰 一 人 取 り 残

さ な い 多 様 性 と 包 摂 性 の あ る 社 会 の 実 現 に 向 け 、令 和 1 2 年

ま で に 達 成 す る こ と を 目 指 す 1 7 の ゴ ー ル と 1 6 9 の タ ー ゲ

ッ ト で 構 成 さ れ た 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ S D G s） が 示 さ れ て

い ま す 。  

公 園 や 緑 地 に お い て は 、 年 齢 や 性 別 、 障 が い の 有 無 や 国

籍 な ど に 関 係 な く 、誰 も が 同 様 に 利 用 で き る イ ン ク ル ー シ

ブ な 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

( 3 )  生 活 様 式 や 価 値 観 の 多 様 化  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 に よ り 、３ 密 の 回 避 や

ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス の 確 保 が 求 め ら れ た こ と に 伴 い 、

こ れ ま で の 生 活 様 式 が 変 化 す る と と も に 、ラ イ フ ス タ イ ル

や 余 暇 時 間 の 過 ご し 方 な ど 生 活 の 質 の 向 上 に 対 す る 関 心

が 高 ま っ て い ま す 。  

屋 外 施 設 で あ る 公 園 や 緑 地 で は 、密 が 避 け ら れ る こ と か

ら 、 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら も 、 充 実 し た 環 境 整 備 が 期

待 さ れ て い ま す 。  

( 4 )  防 災 や 安 全 に 対 す る 意 識 の 高 ま り  

近 年 、 地 震 や 津 波 、 さ ら に は 、 局 地 的 な 大 雨 と そ れ に 伴

う 河 川 の 氾 濫 な ど 、深 刻 な 被 害 を も た ら す 規 模 の 自 然 災 害

が 増 加 し て い る こ と か ら 、災 害 発 生 時 の 対 応 や 危 機 管 理 に

対 す る 意 識 が 高 ま っ て い ま す 。  

公 共 空 地 と し て の 性 質 が あ る 公 園 や 緑 地 に つ い て は 、災

害 時 の 避 難 場 所 や 復 旧 の 拠 点 と し て の 役 割 が 期 待 さ れ て

い ま す 。  

5  公 園 を 取 り 巻 く 社 会 状 況  
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 集約型都市の整備に合わせた緑とオープンスペースの確保  

 地域の特性に応じた施設の整備促進や多様な主体との連携強化  

 官・民の連携による公園利用の活性化や次世代の人材の育成  

新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会報告 

 

 厳しい財政事情を踏まえた施設の老朽化への適切な対応  

 メリハリのあるストックマネジメントの推進  

 施設の撤去、集約化を含めた機能保全、維持管理費削減策の検討  

公 園 施 設 長 寿 命 化 計 画 策 定 指 針 （ 案 ）【 改 訂 版 】  

 

 新たな価値創出や社会課題解決に向けたまちづくりの場の創出  

 利用ルールの弾力化としなやかに使いこなす仕組みの構築  

 管理運営の担い手の拡大・共創及び自主性・自立性の向上  

都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討報告会提言  

 

 公募設置管理制度（ Park-PFI）の創設による民間活力の活用促進  

 都市公園における占用許可対象施設の拡大  

 遊具等の施設における点検実施制度の明確化  

都 市 公 園 法 の 改 正  

( 5 )  国 の 施 策  

全 国 的 に 公 園 や 緑 地 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 が 変 化 し て い

る こ と を 受 け 、 国 に お い て も 、 今 後 の 運 用 に 関 す る 様 々 な

検 討 が 進 め ら れ て い ま す 。  
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６  課 題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

経過年数 
施 設 数  

計  
公 園  緑 地  

70 年  2 か所  ―   2 か所  

60 年  8 か所  ―   8 か所  

50 年  22 か所  4 か所  26 か所  

40 年  112 か所  9 か所  121 か所  

30 年  83 か所  7 か所  90 か所  

20 年  95 か所  8 か所  103 か所  

10 年  81 か所  32 か所  113 か所  

合計  403 か所  60 か所  463 か所  

遊具  整備総数  修繕の必要あり  

ブランコ  172 基  149 基  

すべり台  149 基  125 基  

鉄棒  148 基  108 基  

シーソー  49 基  42 基  

複合遊具  30 基  23 基  

その他遊具  211 基  179 基  

合計  759 基  626 基  

課 題 ①  施 設 や 設 備 の 老 朽 化 の 進 行  

令和４年度遊具保守点検結果報告書より作成  

【 公 園 及 び 緑 地 の 経 過 年 数 】  

【 遊 具 の 状 況 】  

本市の公園、緑地の整備後の経過年数を見ると、整備から 30 年以上が経過

した施設が全体の約５割を占めており、 10 年後には約７割を占める見込みで

す。  

遊具についても同様で、都市公園における遊具の安全確保に関する基準（平

成 26 年国土交通省）の改訂などを受け、修繕が必要と判断されたものが全体

の約８割を占めています。  

また、トイレや水道、ベンチなどの設備についても同様に、年数の経過によ

る劣化が見られるため、計画的な修繕が必要となっています。  

６  公 園 管 理 に お け る 課 題  

5 4％  
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課 題 ②  機 能 の 重 複 と 利 用 者 ニ ー ズ の 多 様 化  

これまでの公園整備は、急激な人口の増加に対応すべく進められた土地区画

整理事業や住宅団地の造成に伴うものであり、子どもの利用を想定していた当

時の法制度に基づいて、遊具などを画一的に設置した児童公園、幼児公園を整

備してきました。  

そのため、同規模・同種類の遊具や設備が設置された公園がある、いわゆる

「機能の重複」が見られることから、近年の社会状況やライフスタイルの変化

に伴い、公園が十分に活用されていない状況にあります。  

これからは、子育て世代の支援、少子高齢化による年齢構成の変化に合わせ、

多様化する公園の利用者ニーズに対応した施設への更新、整備が求められてい

ます。  

【 年 齢 構 成 の 変 化 】  (人 )  
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  課 題 ③  公 園 愛 護 団 体 の 減 少  

公園や緑地における除草等の維持管理は、「公園里親」※ １や「公園を守る

会」※ ２などの愛護団体による地域協働の管理体制を推進してきました。  

現在、愛護団体により管理されている公園や緑地は、202 か所と全体の約

４割程度となっています。  

しかし、愛護団体を構成する自治会や町内会の会員の減少、高齢化の進行

が原因となり、愛護団体の数が年々減少傾向にあり、今後も同様の傾向で推

移していくことが想定されます。  

そのような状況を踏まえ、将来にわたって安定的に維持管理を行っていく

ための手法を検討していくことが求められています。  

※１  公園里親とは、公園の利活用計画の立案及び実施並びに環境美化等のボランティア活動

を通じて、市と協働して地域にふさわしい公園づくりを進めるための活動を行う団体  

※２  公園を守る会とは、公園の環境美化等のボランティア活動を行う団体  

 

【 公 園 里 親 、 守 る 会 の 推 移 】  

【 管 理 公 園 数 の 割 合 】  
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第３章  整備の方向性  
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１  基 本 的 な視 点  

 

   基 本 方 針 を 定 め る に 当 た り 、現 状 と 課 題 を 踏 ま え た 基 本 的 な

視 点 を 整 理 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視 点 ①  対 象 の 「 選 択 」 と 「 集 中 」  

本 市 で は 、 平 成 ２ 年 か ら 、 市 の 経 済 活 動 を 支 え て い る 生

産 年 齢 人 口 （ 1 5 歳 ～ 6 4 歳 ） が 減 少 し 続 け て い ま す 。  

今 後 も 更 な る 人 口 の 減 少 に よ り 、 将 来 的 な 財 源 の 減 少 ・

不 足 が 懸 念 さ れ る 一 方 で 、 公 園 や 緑 地 に お い て は 、 効 率 的

か つ 安 定 的 な 管 理 が 必 要 と さ れ て ま す 。  

そ の た め 、 利 用 頻 度 が 多 く 、 整 備 の 優 先 度 ・ 必 要 性 が 高

い と 思 わ れ る 公 園 や 地 区 を 選 択 し 、管 理 や 更 新 を 集 中 し て

行 う こ と で 、 効 率 的 な 整 備 、 管 理 を 行 っ て い き ま す 。  

視 点 ②  「 量 」 か ら 「 質 」 へ の 転 換  

こ れ ま で の 公 園 整 備 は 、都 市 公 園 法 や 条 例 で 定 め ら れ て

い る 「 市 民 1 人 当 た り の 都 市 公 園 面 積 」 の 基 準 を 目 標 に 整

備 を 進 め る 、 い わ ゆ る 「 量 」 の 整 備 に 重 点 を 置 い て い ま し

た 。  

 こ れ ま で の 整 備 の 結 果 、本 市 で は 居 住 誘 導 区 域 内 に お け

る 公 園 量 は 一 定 程 度 充 足 し て い る 状 況 に あ る た め 、 今 後

は 、 各 公 園 の 配 置 、 形 状 及 び 整 備 内 容 な ど を 考 慮 し 、 地 域

特 性 や ニ ー ズ を 踏 ま え た 利 活 用 策 を 検 討 し て い く 、い わ ゆ

る 「 質 」 の 向 上 に 重 点 を 置 い た 整 備 を 行 っ て い き ま す 。  

視 点 ③  地 域 や 民 間 と の 連 携  

公 園 や 緑 地 は こ れ ま で 、国 や 地 方 自 治 体 な ど 行 政 が 主 体

と な っ て 管 理 ・ 整 備 す る 性 質 が 強 か っ た た め 、 そ の 利 用 用

途 に は 制 限 が 多 く 、 柔 軟 性 が な い も の で し た 。  

し か し 、公 園 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 が 日 々 変 化 し て い る こ

と や 、 利 用 者 ニ ー ズ の 多 様 化 に よ り 、 公 園 に 求 め ら れ る 役

割 が 変 化 し て い る こ と を 踏 ま え 、地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の ニ ー

ズ の 反 映 や 、 地 域 ・ 民 間 事 業 者 と の 連 携 な ど 柔 軟 な 利 活 用

を 行 っ て い き ま す 。  

１  基 本 的 な 視 点  
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（ 1） 主要公園の基本方針 

 

 

主要公園は、比較的面積の大きい近隣公園、都市緑地、特殊公園に

位置付けている公園及びそれらに準じる公園から選定します。  

 

  

公園  所在地  （地区）  

城の丘公園  十王町  （十王）  

切関公園  川尻町  （豊浦）  

南静公園  日高町  （日高）  

高鈴台中央公園  高鈴町  （本庁）  

金沢弁天公園  東金沢町  （多賀）  

桜川緑地  諏訪町  （多賀）  

台原中央公園  台原町  （多賀）  

古房地公園  大みか町  （南部）  

本市の公園は、都市公園法に位置付ける「都市公園」と、都市計画法に

基づく開発行為などにより整備された「その他の公園」に分類されます。  

それぞれの種別・種類ごとに整備目的や規模が異なりますが、市内の公

園を、比較的面積が大きい「主要公園」、児童公園及び幼児公園など面積が

小さい「身近な公園」の２つに区分し、それぞれの将来の目標とする在り

方の整理を行った上で、基本方針を設定します。  

近隣公園及び近隣公園に準じるその他の公園  

【基本的な位置付け】  

⚫  近隣の住民を主な対象とした標準的な設備が配置された公園  

【現状】  

⚫  ８か所  

⚫  ６つの地区に少なくとも１つは整備されています。  

２  公 園 の 在 り 方 と 基 本 方 針  

ア  候補とする公園  
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公園  所在地  （地区）  

東滑川海浜緑地  東滑川町  （本庁）  

赤羽緑地  久慈町  （南部）  

公園  所在地  （地区）  

十王パノラマ公園  十王町  （十王）  

小 木 津 山 自 然 公 園 小木津町  （日高）  

助川山市民の森  助川町  （本庁）  

助川城跡公園  助川町  （本庁）  

諏訪梅林  諏訪町  （多賀）  

はなやま修理公園  金沢町  （多賀）  

諏訪森公園  東大沼町  （多賀）  

南高野史跡公園  南高野町  （南部）  

都市緑地及び都市緑地に準じる緑地  

 

【基本的な位置付け】  

⚫  都市の自然的環境の保全や改善、都市景観の向上のために設

けられた公園  

【現状】  

⚫  ２か所  

⚫  東滑川海浜緑地には、施設の特性に応じた遊具施設や修景施

設が整備されています。  

特殊公園及び特殊公園に準じるその他の公園  

 

【基本的な位置付け】  

⚫  史跡の保全や動植物の展示、自然の景観の維持など、目的に

応じて配置された公園  

【現状】  

⚫  ８か所  

⚫  施設ごとに規模に違いがあり、施設の特性に応じた遊具施設

や修景施設が整備されているところもあります。  
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№  公 園  所 在 地  面 積  

１  十王パノラマ公園  （十王町）  46,596 ㎡  

２  小木津山自然公園  （小木津町）  596,805 ㎡  

３  東滑川海浜緑地  （東滑川町）  27,965 ㎡  

４  助川山市民の森  （助川町）  1,505,686 ㎡  

５  桜川緑地  （桜川町）  14,682 ㎡  

６  諏訪梅林  （諏訪町）  10,753 ㎡  

７  古房地公園  （大みか町）  33,023 ㎡  

８  赤羽緑地  （久慈町）  72,187 ㎡  

近隣公園、都市緑地、特殊公園に位置付けられた公園のうち、

市外からの来園者が見込め、機能の拡充や追加が可能である一定

規模の面積が確保されている公園を、本市における  

「主要公園」として位置付けます。  

目 標 と す る 在 り 方  

①  複数の機能が整備され、幅広い目的で利用できる  

②  公園ごとの特徴やコンセプトが十分にいかされている  

③  利用者ニーズに対応し、利用満足度の高い公園である  

主 要 公 園 の 機 能 強 化 ・ 魅 力 向 上  

イ  基 本 方 針  

[主 要 公 園 の 一 覧 ]  
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■主要公園の特徴・整備の方向性 

公園名 特徴 整備の方向性（案） 写真 

十王パ

ノラマ

公園 

○高さ 20mの UFO型展望台

から阿武隈山系や太平洋な

ど 360度の眺望が望める。 

〇35種 400本の桜の木があ

る「お花見スポット」 

〇広大な芝生広場がある。 

○ローラースライダー、コ

ンビネーション遊具等があ

る。 

〇UFO型展望台の修

繕 

〇芝の保全 

〇桜の樹勢維持及び

更新 

〇飲食物販の出店 

 

小木津

山自然

公園 

○昭和 46年 4月、市民の憩

いの場所として開設 

○スイレンの池、アカマツ

の自然林、ナラ・クヌギの

雑木林などがあり、気軽に

森林浴ができる。 

○二つの展望台からは市街

地・太平洋が一望できる。 

〇火気が使用できるエリア

があり、バーベキューがで

きる。 

〇市内有数の紅葉スポット 

〇公園南側エリアへのアク

セス道路及び駐車場を整備

中 

○近年ニーズの高い

キャンプといった

「体験型利用」の可

能性について検討 

〇広場の整備 

○園路の整備 

〇山頂トイレの更新 

〇紅葉スポットの拡

充 

〇間伐による森林の

多面的機能の増進 

〇防災機能の強化 

〇駐車場の拡充 

 

東滑川

海浜緑

地（東

滑川ヒ

カリモ

公園） 

○ヒカリモが自生してお

り、観察できる。 

〇大型複合遊具や健康遊具

がある。 

〇隣接する大型商業施設と

歩道橋でつながっている。 

〇海岸、砂浜に歩いて行け

る。 

○ヒカリモの生育環

境の保全 

〇芝の保全 

〇既存遊具の保全

（塩害対策） 

〇海岸へのアクセス

強化 

 

助川山

市民の

森 

○平成 3年 3月 7日に発生

した山林火災の跡地を公園

として整備 

○ネイチャートレイル（自

然遊歩道）がある。 

〇助川山山頂は 360度の眺

望が望める。 

〇日立アルプスルートを構

成している。 

○既存施設の修繕・

更新（管理棟、休憩

施設） 

〇ネイチャートレイ

ルの修繕 

○間伐による森林の

多面的機能の増進 

〇トイレの更新 

〇駐車場の整備 
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公園名 特徴 整備の方向性（案） 写真 

桜川緑

地 

〇二級河川桜川沿いに設置

された公園 

〇園内には、三つの橋があ

り、フラワーロードという

レンガ敷きの遊歩道があ

る。 

〇桜の更新 

〇園路の整備（桜の

根上がり破損） 

〇トイレの更新 

〇親水整備 

〇飲食物販など出店  

諏訪梅

林 

〇水戸藩第 9代藩主徳川斉

昭（烈公）が『梅の木御

林』を造営したことが始ま

りとされる。 

〇烈公自ら手植えを行った

と伝えられる「烈公梅」

は、本来株は枯れ、現在の

ものは二代目とされる。 

〇鮎川沿いに県道を挟み南

北に梅林が位置する。 

〇早春の梅、春の桜、夏の

川遊び等、四季を通じての

憩いの場 

〇梅の剪定・樹勢回

復 

〇トイレの更新 

〇園路の整備 

〇休憩施設の整備 

〇駐車場の整備 

〇史跡（慰霊碑）の

整理 

 

 

古房地

公園 

〇本市の南部の海食崖の上

に位置する公園 

〇地域の特色を取り込んだ、

和ろうそくの「デザイン灯

台」の日立灯台がある。 

〇太平洋の水平線を望める。 

〇芝生広場がある。 

〇複合遊具がある。 

〇眺望の確保 

〇芝生の保全 

〇柵・児童用複合遊

具・トイレの更新 

〇インクルーシブ遊

具の整備 

〇駐車場の整備 

〇休憩施設の整備 

〇Wi-Fiの設置 

〇久慈海水浴場への

アクセス整備 

〇オープンカフェな

ど飲食物販の出店 

 

 

赤 羽 緑

地 

○自然観察公園 

〇ため池と樹林、史跡（横

穴墓）がある緑地 

〇様々な野鳥や水生生物、

植物が観察できる。 

〇JR常磐線と近接してお

り、電車撮影のスポット 

〇市民協働の公園づ

くりの継続・推進 

〇こどもたちへの自

然学習の場を兼ねる

管理棟の整備 

〇駐車場の整備 
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（ 2）  身 近 な 公 園 の 基 本 方 針  

 

  

  

ア  街 区 公 園 及 び 街 区 公 園 に 準 じ る そ の 他 の 公 園  

【 基本的な位置付け】  

⚫ 街区の住民の利用を目的とした設備が配置された公園  

⚫ 標準面積： 2,500 ㎡  

【現状】  

⚫ 382 か所あり、全体の約８割を占めています。  

⚫ 2,500 ㎡に満たない公園が、約９割を占めています。  

⚫ 面積が小さい公園や不整形な公園、傾斜地のある公園は、利用頻

度が低い傾向にあります。  

⚫ 児童公園や幼児公園として整備されているため、遊具を主体と

した画一的な公園が多くあります。  

⚫ 狭くて小さな公園の増加を抑制するため、開発行為に伴う公園

の設置基準が緩和されています。  

街区公園や、主要公園以外の近隣公園・都市緑地・特殊公園及び

それらに準じる公園は、日常生活の中で利用する頻度が多い公園で

あることから、  

「身近な公園」として位置付けます。  

目 標 と す る 在 り 方  

①  公園ごとの機能（役割）が分担され、明確になっている  

②  地域利用を中心とした必要な機能が整備されている  

③  規模や機能に応じた適切な運営管理が行われている  

身 近 な 公 園 の 機 能 再 編 ・ 機 能 廃 止  

イ  基 本 方 針  
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【 機 能 再 編 の 考 え 方 】  

①  地域利用の中心となる公園を選定【図のＡ公園】  

一定規模の敷地面積（街区公園の標準面積 2,500 ㎡）を有する公園や利

用頻度が高い公園を選定し、地域利用の中心となる公園に位置付けます。  

②  再編エリアの機能再編公園の選定【図のＢ公園】  

①で選定した公園（Ａ公園）を中心とする誘致距離内（ 500ｍ※）を再編エ

リアとし、その範囲内にある公園を機能再編公園に位置付けます。  

Ｂ公園がＡ公園と同じ機能である場合や利用頻度が低い公園の場合に

は、地域に必要な機能を配置する再整備を行います。  

（※徒歩での移動の上限距離  WEB アンケート結果より設定）  

③  再編エリアに含まれない公園の設定【図のＣ公園】  

再編エリアに含まれない公園は、現状機能を維持する施設更新を行いま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[再編エリアの設定] 

6

45

106

62

3

0 20 40 60 80 100 120

100ｍ程度

250ｍ程度

500ｍ程度

1km程度

5km程度

人

[公園利用における移動距離の上限（徒歩）] 

W E B ア ン ケ ー ト 結 果 よ り  
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【 機 能 再 編 整 備 の 例 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ≪機能再編公園≫  

③公園 

街区公園              782㎡ 

現状:遊び（遊具） 

▼ 

再編:休憩・憩い 

 ≪機能再編公園≫  

②公園 

街区公園   3,814㎡ 

現状:遊び（遊具・広場） 

▼ 

再編:遊び（広場）・防災 

≪中心となる公園≫ 

①公園 

街区公園   4,872㎡ 

現状:遊び（遊具・広場） 

 

施設の更新及び充実化

を重点的に行う 

①公園[中心公園] 

②公園[機能再編公園] 

③公園[機能再編公園] 

500ｍ 

(1) 公園の誘致距離が重複している地域におい

て、機能が重複している公園がある場合や利用

頻度が低い公園がある場合に機能再編を行いま

す。  

(2) 面積が広く、日常的に利用者の多い「①公園」

を地域利用の中心となる公園として位置付けま

す。  

(3) ①公園の誘致距離内の「②公園」と「③公園」

を機能再編公園に位置付けます。  

(4) ①・②・③公園の機能は「遊び」で同一であ

り、②・③公園の利用頻度が低いため、②・③

公園は地域に必要な機能を配置する再整備を

行い、地域内における公園の機能分担を図りま

す。  

(5) 機能分担により、利用者は目的に応じて公園

を選択でき、利活用の促進が期待されます。  
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【 機 能 再 編 整 備 の 例 】  

  

機 能 再 編 公 園 ： ② 公 園 （ 3 , 8 1 4 ㎡ ）  

⚫ 利 用 頻 度 の 低 い 「 遊

び 」の 機 能 か ら 、隣 接

す る 多 目 的 広 場 と 一

体 的 な 利 用 が 可 能 な

「 防 災 」 の 機 能 を 再

整 備 す る 。  

 

 

⚫ 付 加 的 価 値 と し て 、

防 災 広 場 の 床 を コ ン

ク リ ー ト 等 で 舗 装 す

る こ と で 、 火 気 の 使

用 が 可 能 と な り 、 バ

ー ベ キ ュ ー な ど の 利

用 も 想 定 さ れ る 。  

地 域 利 用 の 中 心 と す る 公 園 ： ① 公 園 （ 4 , 8 7 2 ㎡ ）  

⚫ 中 心 と す る 公 園 に

位 置 付 け 、施 設 の 適

切 な 更 新 や 充 実 化

を 重 点 的 に 行 う 。  
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機 能 再 編 公 園 ： ③ 公 園 （ 7 8 2 ㎡ ）  

⚫  面 積 が 狭 小 で あ り 、利 用

頻 度 の 低 い「 遊 び 」の 機

能 の 公 園 を「 休 憩・憩 い 」

の 機 能 に 特 化 す る 公 園

に 再 整 備 す る 。  

 

⚫  遊 具 を 撤 去 し 、 ベ ン チ

な ど の 休 憩 施 設 を 中 心

と し た 整 備 を 進 め る こ

と で 、 地 域 住 民 の 休 憩

ス ペ ー ス や 交 流 の 場 と

し て の 活 用 が 見 込 め

る 。  
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【 公 園 に 求 め る 機 能 】  

 

市 内 の 公 園 を 利 用 す る 方 を 対 象 に 実 施 し た W E B ア ン ケ ー

ト の 結 果 を 踏 ま え 、 こ れ か ら の 公 園 に 求 め る 機 能 を 整 理 し

ま し た 。  

 

機 能  内 容 の 例  

防 災  災 害 時 の 一 時 避 難 場 所  

健 康  日 常 的 な 健 康 づ く り の 場  

休 憩 ・ 憩 い  昼 食 や 休 憩 に 利 用 で き る 場  

遊 び ・ 子 育 て  子 ど も が 安 全 に 遊 べ る 場  

ペ ッ ト  ペ ッ ト と 一 緒 に 利 用 で き る 場  

景 観  地 域 資 源 の 景 観 の 提 供  

自 然  野 外 レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場  

コ ミ ュ ニ テ ィ  地 域 住 民 の 交 流 の 場  

に ぎ わ い  移 動 販 売 車 や キ ッ チ ン カ ー の 出 店 場 所  

便 利  地 域 の 駐 車 場 、 ゴ ミ 集 積 所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

167

103

74

67

41

41

29

28

24

14

10

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

子どもが遊べる

軽い運動、健康づくり

休憩、リフレッシュ

災害時の一時避難場所

移動販売車などの出店

ペットと集える場所

地域で管理する駐車場

地域のイベント

自然鑑賞

地域の花壇や農園づくり

その他

W E B ア ン ケ ー ト 結 果 よ り  

(人 )  
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ス テ ッ プ １  公 園 の 現 況 調 査  

ス テ ッ プ ２  公 園 再 編 エ リ ア の 設 定  

ス テ ッ プ ３  地 域 （ 住 民 ） へ の 周 知  

ス テ ッ プ ４  地 域 （ 住 民 ） へ の ヒ ア リ ン グ  

ス テ ッ プ ６  再 編 案 の 策 定  

・ 地 区 の 中 心 と な る 公 園 の 設 定  
 ※ 公 園 面 積 や 利 用 状 況 を 考 慮 し て 設 定  

・  事 業 の趣 旨 、方 向 性 の説 明  
≪想 定 手 法 ≫  
 地 域 の回 覧 板 への折 り込 み  
 周 辺 居 住 者 へのチラシ配 布  
 ホームページ      など  

ス テ ッ プ ７  再 編 計 画 の 決 定  

ス テ ッ プ ５  関 連 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ  

・ 居 住 者 が 求 め る ニ ー ズ の 把 握  
 ≪ 想 定 手 法 ≫  
 W E B ア ン ケ ー ト   な ど  

・ 関 連 団 体 が 求 め る ニ ー ズ の 把 握  
≪ 想 定 手 法 ≫  
 対 面 ヒ ア リ ン グ   な ど  

・ 整 備 イ メ ー ジ 及 び 調 査 結 果 の 公 表  

・ 整 備 状 況 や 利 用 状 況  

【 機 能 再 編 の 進 め 方 】  

・ 再 編 計 画 を 決 定  



 

35 

日立市公園すてき化整備計画       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■十 王 パノラマ公 園  

■東 滑 川 海 浜 緑 地 （ヒカリモ公 園 ）  
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（ 3）  管 理 運 営 手 法 の 検 討  

 

 

  

【 現 状 】  

⚫  除 草 等 の 維 持 管 理 は 、 公 園 里 親 団 体 や 公 園 を 守 る 会 な

ど 愛 護 団 体 の 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 地 域 協 働 体 制 を

推 進 し て い ま す 。  

⚫  近 年 、 会 員 の 高 齢 化 や 次 の 世 代 の 担 い 手 不 足 な ど に よ

る 、 愛 護 団 体 の 廃 止 な ど に よ り 団 体 数 が 減 少 し て い ま

す 。  

 

様 々 な 主 体 と の 連 携 に よ る 活 用 策 の 検 討  

目 標 と す る 在 り 方  

 

①  地域協働の管理体制に対する支援が充実している  

②  住民の利便性向上のための施設の設置が推進されている  

③  民間事業者との連携による新たなサービスが提供されている  
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  [今 後 の 方 向 性 ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記 の 行 為 は 、 市 が 許 可 を す れ ば 行 う こ と が で き る  

 

 

 

  

■  地 域 協 働 の 管 理 体 制 へ の 支 援 策  

公 園 愛 護 団 体 へ の 効 果 的 な 支 援 策 を 検 討 し ま す 。  

[例 ]  

機 械 化 ・ 防 草 対 策 の 推 進  

■  利 便 性 向 上 の た め の 施 設 の 設 置 の 推 進  

公 共・公 益・民 間 を 問 わ ず 、地 域 住 民 の 利 便 性 向 上 に 寄 与 す

る と 認 め ら れ る「 利 便 増 進 施 設 」の 設 置 に つ い て 、推 進 ・ 促 進

し ま す 。  

 [例 ]  

バ ス・タ ク シ ー 停 留 所 、ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン 、案 内 情 報 サ イ ン 、 

自 動 販 売 機 の 設 置 、 移 動 販 売 車 の 駐 車 場 所 な ど  

■  民 間 事 業 者 と の 連 携  

本 市 公 園 の 民 間 活 用 に 当 た っ て の ポ テ ン シ ャ ル を 把 握 す る

た め 、事 業 者 に ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、民 間 事 業 者 と の 連 携 を 積

極 的 に 行 い ま す 。  

[民 間 事 業 者 と の 連 携 ]  

 〇 飲 食 業 … キ ッ チ ン カ ー 、 オ ー プ ン カ フ ェ 、 屋 台 の 出 店 の 場  

 〇 物 販 業 … キ ャ ン プ 場 な ど の 運 営 管 理  

 

[参 考 ]  公 園 で の 制 限 行 為 及 び 禁 止 行 為  

( 1 )  日 立 市 都 市 公 園 条 例 第 ４ 条 （ 行 為 の 制 限 ）  

ア  物 品 の 販 売 、 募 金 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 行 為 を す る こ と 。  

イ  業 と し て 写 真 又 は 映 画 を 撮 影 す る こ と 。  

ウ  興 行 を 行 う こ と 。  

エ  競 技 会 、展 示 会 、博 覧 会 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 催 し の た め に  

都 市 公 園 の 全 部 又 は 一 部 を 占 用 す る こ と 。  
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主 要 公 園 、身 近 な 公 園 ご と に 設 定 し た 目 標 と す る 在 り 方 を 実

現 す る た め の 考 え 方 に つ い て 整 理 し ま す 。  

 

⚫  主 要 公 園 に つ い て は 、 こ れ ま で の 公 園 の 歴 史 を 踏 ま え 、 そ

の 特 徴 や 個 性 を 十 分 に い か す ・ 伸 ば す た め 、 機 能 を 追 加 す

る 再 整 備 や 施 設 更 新 を 行 い ま す 。  

⚫  身 近 な 公 園 に つ い て は 、 機 能 再 編 地 区 を 設 定 し 、 地 域 に 必

要 な 機 能 を 配 置 す る 再 整 備 や 施 設 更 新 を 行 い 、 機 能 分 担 に

よ る 公 園 の 役 割 の 明 確 化 を 進 め ま す 。  

⚫  身 近 な 公 園 の 機 能 再 編 に お け る 「 中 心 と な る 公 園 」 は 、 子

育 て 支 援 の 観 点 か ら 、「 遊 び・子 育 て 」の 機 能 を 重 視 し ま す 。 

⚫  地 域 の ニ ー ズ 及 び 事 業 者 の 需 要 に 対 し て 、 柔 軟 な 運 営 管 理

及 び 再 整 備 を 行 い ま す 。  

３  施 策 の 方 向 性  
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第４章  実現に向けて  
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１  事 業 の進 め方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１  事 業 の 進 め 方  

本 計 画 で 定 め た 事 項 を 実 現 し て い く た め 、 将 来 の 社 会 状

況 の 変 化 や 市 の 財 政 状 況 を 踏 ま え な が ら 、各 種 検 討 を 行 い 、

事 業 の 進 捗 を 図 り ま す 。  

（ 1 ）  個 別 整 備 方 針 の 設 定  

本 計 画 で 選 定 し た ８ つ の 主 要 公 園 に つ い て は 、 そ れ ぞ

れ の 施 設 が 持 つ 特 徴 や 魅 力 を 最 大 限 に い か し た 効 果 的 な

整 備 を 進 め る た め 、 公 園 ご と に 個 別 の 整 備 方 針 を 策 定 し

ま す 。  

（ 2）  機 能 再 編 の 設 定  

身 近 な 公 園 に つ い て は 、 誘 致 距 離 の 重 複 や 地 域 性 を 踏

ま え た 地 区 の 設 定 を 行 い ま す 。 そ の 上 で 、 地 域 ニ ー ズ を

踏 ま え た 機 能 に よ る 再 整 備 方 針 を 策 定 し ま す 。  

（ 3）  概 算 事 業 費 、 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル の 整 理  

上 記 （ 1） 及 び （ 2） を 含 め た 本 計 画 で 定 め る 事 項 の 実

施 に 必 要 な 事 業 費 を 算 出 し 、 事 業 量 及 び 事 業 費 の 平 準 化

に よ る 、 実 現 可 能 な 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル を 策 定 し 、 着 実 な

事 業 進 捗 を 図 り ま す 。  

【 事 業 の 流 れ 】  

主 要 公 園  身 近 な 公 園  
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２  今 後 の 検 討 課 題  

（ 1） 地 域 ニ ー ズ 、 利 用 者 ニ ー ズ の 把 握  

本 計 画 で 定 め た 内 容 を 全 体 的 な 考 え 方 と し た 上 で 、公 園

の 規 模 や 地 形 、さ ら に は 、そ の 地 区 の 特 性 な ど 、公 園 ご と

に 異 な る 様 々 な 条 件 に 応 じ た 整 備 、 再 編 を よ り 効 果 的 に

進 め て い く た め に 、 地 域 ニ ー ズ や 利 用 者 ニ ー ズ を 把 握 し

な が ら 検 討 を 進 め ま す 。  

 

[地 域 ニ ー ズ を 捉 え る 手 法 の 例 ]  

地 域 の 将 来 的 な 人 口 動 態 等 を 踏 ま え て 、 適 切 な 手 法 や 対

象 者 を 選 択 し ま す 。  

[手 法 例 ]  

・  住 民 説 明 会  

・  ア ン ケ ー ト  

・  対 象 者 ヒ ア リ ン グ  

[対 象 者 の 例 ]  

・  公 園 誘 致 圏 内 の 居 住 者  

・  利 用 が 想 定 さ れ る 居 住 者  

・  保 育 園 、 幼 稚 園 、 認 定 こ ど も 園  

・  小 中 学 校 、 高 校 、 大 学  

 

（ 2） 管 理 ・ 運 営 手 法 の 検 討  

市 民 と の 協 働 に よ る 管 理・運 営 を 基 本 と し た 上 で 、人 口

の 減 少 や 高 齢 化 の 進 行 な ど 社 会 状 況 の 変 化 に 対 応 し た 公

園 、緑 地 の 管 理 を 持 続 的 に 行 っ て い く た め 、公 園 の 規 模 な

ど に 応 じ た 効 果 的・効 率 的 な 管 理 、運 営 の 手 法 に つ い て 検

討 を 進 め て い き ま す 。  

・  メ リ ハ リ の あ る 管 理 、 運 営  

（ 公 園 ご と に 面 積 形 状 や 利 用 状 況 に 応 じ た 管 理 項

目 ・ 頻 度 を 設 定 し 、 管 理 を 区 別 化 し て い く な ど ）  
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